
 

 
 

姜姜
立立
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『『
中中
書書
楷楷
訣訣
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はは
じじ
めめ
にに  

明
代
の
浙
江
省
は
、
水
陸
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
富
裕
な
地
域
経
済
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。

そ
れ
に
従
っ
て
地
域
の
文
化
勃
興
の
基
盤
を
作
っ
た
。
特
に
書
学
に
お
い
て
、
宋
元
の
先
賢
が
地

域
の
書
学
文
化
を
積
み
上
げ
た
上
に
、
新
し
い
書
法
の
風
潮
を
作
る
人
物
が
次
々
に
登
場
し
た
。

姜
立
綱
は
、
そ
の
う
ち
の
代
表
人
物
で
あ
る
。
先
賢
の
研
究
に
よ
っ
て
、
現
存
し
て
い
る
姜
氏
が

著
し
た
『
中
書
楷
訣
』
の
版
本
は
三
種
類
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
安
徽
省
図
書
館
の
萃
英
堂
刻
本
、

上
海
市
図
書
館
の
珂
羅
版
抄
本
、
日
本
尚
友
斎
版
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
稿
者
は
先
行
研
究
に
よ

っ
て
、
近
年
日
本
で
新
し
く
公
開
さ
れ
た
和
刻
本
の
『
中
書
楷
訣
』
（
一
冊
）
が
あ
る
こ
と
を
見

出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
版
本
の
様
式
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
と
分
析
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
和
刻
本
と
安
徽
省
図
書
館
の
萃
英
堂
刻
本
を
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
少
な
か
ら
ず
差
異
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
差
異
を
通
じ
て
、
漢
籍
の
受
容
と
和
刻
本
の
変
容
の
視
点
か
ら
考
察
を
試
み

る
。
延
い
て
は
明
代
版
本
書
法
の
解
明
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 第第
一一
章章 

先先
行行
研研
究究  

姜
立
綱
（
一
四
四
四
〜
一
四
九
九
）
、
字
は
廷
憲
、
号
は
東
渓
で
あ
る
。
官
歴
は
中
書
舎
人
、

太
長
少
卿
に
至
っ
た
。 

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
近
年
来
、
中
国
内
外
の
専
門
家
が
姜
立
綱
及
び
そ
の
周
辺
に
関
す
る
研

究
文
章
が
続
々
と
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特
定
の
視
点
に
よ
る
研
究
や
集
大
成
の
著
作
が

あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
に
李
凭
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
図
書
館
に
収
蔵
し
て
い
る

『
史
記
』
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
し
た
。
李
氏
は
歴
史
文
献
及
び
書
跡
を
考
証
し
て
、
抄
本
の
書

写
者
は
「
明
朝
弘
治
年
間
書
辦
、
太
少
朴
少
卿
姜
立
綱
」
１ 

で
あ
る
と
結
論
し
た
。
同
年
、
陳
佐

は
十
五
年
間
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
『
姜
立
綱
書
法
文
献
研
究
』
２ 

と
い
う
著
作
を
出
版
し
た
。

内
容
は
、
姜
立
綱
の
「
著
述
・
詩
文
遺
稿
・
年
譜
・
勅
諭
・
家
族
歴
史
・
歴
代
集
評
・
学
苑
抜
粋
・

メ
デ
ィ
ア
視
角
・
民
間
伝
説
・
付
録
」
と
い
う
十
の
項
目
か
ら
展
開
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
す
べ

て
の
資
料
を
収
集
し
て
整
理
し
た
。
現
在
、
こ
の
本
は
姜
立
綱
に
関
す
る
研
究
の
最
も
全
面
的
な
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資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
稿
者
は
日
本
蔵
明
代
古
籍
の
資
料
を
整
理
し
て
い
る
際
に
、
陳
氏
の
著

作
に
和
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

陳
氏
は
和
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
に
つ
い
て
、
現
存
の
資
料
に
基
づ
き
、
版
本
の
情
報
と
収
蔵
地

を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
が
参
考
と
し
た
資
料
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）
に
出
版
さ
れ

た
『
和
刻
本
書
画
集
成
』
３ 

の
縮
影
印
版
本
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
稿
者
が
二
〇
一
九
年
に
収
集
し
た
日
本
蔵
『
中
書
楷
訣
』
版
本
の
資
料
を
基
盤
と
し

て
執
筆
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
通
じ
て
、
陳
氏
の
『
尚
友
斎
蔵
本
「
中
書
楷
訣
」
』
に
見
え

る
誤
謬
を
訂
正
し
な
が
ら
、
漢
籍
と
和
刻
本
と
の
差
異
も
指
摘
す
る
。 

  

第第
二二
章章 

漢漢
籍籍
『『
中中
書書
楷楷
訣訣
』』  

陳
佐
の
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
『
中
書
楷
訣
』
の
版
本
は
、
「
安
徽
省
図
書
館
の
萃

英
堂
刻
本
・
上
海
市
図
書
館
の
珂
羅
版
抄
本
・
日
本
尚
友
斎
版
本
」
の
合
計
三
種
類
で
あ
る
。
そ

の
中
で
、
安
徽
省
図
書
館
の
萃
英
堂
刻
本
と
上
海
市
図
書
館
の
珂
羅
版
抄
本
の
版
本
は
漢
籍
で
あ

る
。
安
徽
省
図
書
館
の
萃
英
堂
刻
本
の
版
本
は
二
〇
〇
八
年
に
『
第
一
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図

録
』
に
収
録
さ
れ
、
縮
印
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
上
海
市
図
書
館
の
珂
羅
版
抄
本
の
版
本
は
、

今
日
ま
で
公
開
さ
れ
た
情
報
も
考
証
の
文
章
も
な
い
。
従
っ
て
、
稿
者
は
現
存
の
文
献
資
料
と
図

録
に
基
づ
き
、
安
徽
省
図
書
館
の
萃
英
堂
刻
本
の
版
本
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。 

 （
一
） 

萃
英
堂
版
本
の
所
蔵
と
情
報 

萃
英
堂
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
に
つ
い
て
の
収
蔵
の
記
述
は
、
中
国
国
内
の
安
徽
省
図
書
館
に
し

か
見
え
な
い
。
こ
の
版
本
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
〇
日
付
『
安
徽
省
古
籍
保
護
工
作
簡
報
（
第

五
期
）
』
４ 

に
よ
れ
ば
、
正
式
に
『
第
一
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図
録
』
に
収
録
さ
れ
た
。
具
体

的
な
記
述
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

〇
一
八
三
九 

中
書
楷
訣
一
巻 

（
明
）
姜
立
綱
撰 

明
弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
休
邑
萃
英

堂
周
楽
軒
刻
本
。
框
の
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
列
の

文
字
不
等
、
白
口
、
四
周
単
辺
、
安
徽
省
図
書
館
館
蔵
。
５  

 

（
二
） 

萃
英
堂
版
本
の
内
容
に
つ
い
て 

『
第
一
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図
録
（
第
七
冊
）
』
に
収
録
さ
れ
る
安
徽
省
図
書
館
蔵
『
中
書

楷
訣
』
の
縮
印
版
は
、
実
際
に
は
二
葉
が
あ
る
（
図
１
）
。
右
側
の
第
一
葉
は
『
中
書
楷
訣
』
の

序
文
で
あ
り
、
左
側
の
第
二
葉
は
「
正
文
」
で
あ
る
と
推
論
す
る
。 

第
一
葉
は
七
欄
の
様
式
で
あ
る
。
右
か
ら
第
一
欄
の
冒
頭
は
「
中
書
楷
訣
序
」
で
あ
り
、
そ
の

下
に
「
寓
休
邑
萃
英
堂
周
楽
軒
梓
行
」
と
二
列
の
細
字
が
あ
る
。
具
体
的
な
記
述
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。 

中
書
楷
訣
序 

寓
休
邑
萃
英
堂
周
楽
軒
梓
行 

文
章
雖
好
、
書
札
為
先
、
欲
知
字
値
千
金
、
須
用
心
通
八
法
、
点
如
瓜
子
、
含
万
象
之
光
、
撇

似
屠
刀
、
有
斬
千
牛
之
勢
、
捧
陽
烏
而
出
海
、
駆
渴
馬
以
奔
泉
、
直
擬
懸
針
、
穿
破
九
霄
之
雲
霧
、

画
如
横
剣
、
擘
开
太
極
之
６  

第
一
葉
に
二
顆
の
印
章
が
鈐
さ
れ
て
い
る
。
「
□
□
□
璋
」 

と
「
安
徽
省
図
書
館
印
」
で
あ

る
。
一
顆
は
紙
面
の
破
損
の
関
係
で
文
字
が
読
み
取
れ
な
い
。
破
損
し
て
い
な
い
も
う
一
顆
か
ら

す
る
と
、
縦
横
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
も
う
一
顆
は
、
縦
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
落
款
に
「
萃
英
堂
周
楽
軒
」
と
刊
刻
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
周
楽
軒
」
と
い
う
「
書
林
」
、

則
ち
出
版
業
者
の
記
載
を
発
見
し
た
。
文
献
に
お
け
る
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

三
二
七 

周
楽
軒 

周
易
本
義
四
図
一
卷 

宋
朱
熹
撰 

明
嘉
靖
四
十
五
年
書
林
周
楽
軒
刊 

第
四
卷
后
有
「
周
楽
軒
」

牌
記 

７ 

第
二
葉
の
内
容
は
、
二
つ
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
「
永
」
字
の
全
体
的
な
構
造
か
ら
始
ま
り
、
下

に
詳
細
な
注
釈
を
付
さ
れ
て
い
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

禁
経
云
、
永
字
八
法
、
起
于
隷
字
之
始
、
自
崔
、
張
、
鍾
、
王
前
輩
老
先
生
伝
授
一
字
該
于
万

字
、
墨
道
之
最
要
也
８ 

禁
経
と
は
、
張
懐
瓘
撰
『
玉
堂
禁
経
』
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

 

 
 

第第
三三
章章 

和和
刻刻
本本
『『
中中
書書
楷楷
訣訣
』』
及及
びび
漢漢
籍籍
とと
のの
比比
較較  

現
存
す
る
『
中
書
楷
訣
』
の
版
本
は
三
種
類
あ
り
、
そ
の
う
ち
和
刻
本
は
「
日
本
尚
友
斎
蔵
本
」

に
し
か
見
え
な
い
と
陳
佐
は
指
摘
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
に

収
録
さ
れ
る
縮
印
版
『
中
書
楷
訣
』
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
縮
印
版
『
中
書
楷
訣
』
は
、
原
本
の
二
葉
を
ま
と
め
て
一
葉
に
し
て
い
る
。
稿

者
が
縮
印
版
『
中
書
楷
訣
』
版
本
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
「
縦
は
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
は
一
五
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
で
あ
る
。
第
一
葉
は
「
縦
は
一
〇
・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

は
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
で
あ
る
。 

な
お
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
「
解
題
」
に
は
、
「
尚
友
堂
」
の
『
中
書
楷
訣
』

の
由
来
及
び
基
本
的
な
情
報
を
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

中
書
楷
訣 

舊
題
明
姜
立
綱
撰 

松
下
辰
（
鳥
石
）
書 

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
七
月
江
戸

文
刻
堂
西
村
源
六
刊
本 

大
一
冊 

永
字
八
法
に
始
ま
り
、
八
法
の
順
と
八
病
を
述
べ
、
楷
書
の
筆
法
を
説
く
。
字
画
は
善
く
洪
武

正
韻
に
従
っ
て
い
る
と
。
姜
立
綱
、
字
は
廷
憲
、
號
は
東
渓
。
楷
法
に
巧
で
、
中
書
舎
人
と
な
り
、

太
常
寺
卿
に
至
っ
た
。
又
畫
を
能
く
し
た
。 

嘉
靖
中
の
金
陵
の
陳
氏
刊
本
に
據
っ
た
が
、
和
刻
本
の
底
本
は
、
源
君
嶽が

く

の
序
に
よ
る
と
、
原

本
を
摹
冩
し
て
鈴
木
蘭
皐
に
與
へ
た
も
の
で
あ
る
と
。
後
印
本
は
、
刊
記
の
下
方
を
「
東
叡
山
池

之
端
仲
町
／
須
原
屋
伊
八
」
と
改
刻
。
９  

こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
「
尚
友
堂
」
版
本
の
由
来
や
日
本
で
の
復
刻
な
ど
、
わ
ず
か
な
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
原
本
の
情
況
や
、
装
丁
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

  

（
一
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』
版
本
１
０

は
、
番
号
五
四―

三
〇
二
、
前
収
蔵
者
は
「
国

文
研
松
野
」
１
１

、
一
冊
、
実
本
（
内
版
を
含
む
）
の
縦
は
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
は
一

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
内
版
の
縦
は
二
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
は
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
装
丁
は
、
外
部
は
紺
青
の
紙
に
包
ま
れ
、
冊
頁
の
様
式
で
製
本
す
る
。
各
葉
に
は
、
小

さ
な
破
損
や
虫
食
い
の
部
分
が
多
く
あ
る
。
内
版
の
印
刷
様
式
は
、
四
周
単
辺
単
魚
尾
で
あ
る
。 

「
鈴
木
君
蘭
皐
」
か
ら
「
唐
詩
連
選
」
ま
で
、
合
計
六
〇
葉
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
第
一
葉
か

ら
第
二
葉
ま
で
は
「
源
君
岳
」
と
い
う
日
本
人
が
「
享
保
乙
卯
中
秋
前
一
夕
」
に
書
い
た
文
章
で

あ
る
。
第
三
葉
か
ら
第
六
葉
ま
で
は
、
姜
立
綱
が
書
い
た
文
章
で
あ
る
。
第
七
葉
か
ら
第
五
十
二

葉
ま
で
は
、
『
中
書
楷
訣
』
の
正
文
で
あ
る
。
第
五
十
三
葉
は
、
金
陵
（
現
在
の
南
京
）
の
陳
槿

１
２

が
「
嘉
靖
乙
丑
三
月
」
（
西
暦
一
六
五
六
年
三
月
）
に
書
い
た
跋
文
で
あ
る
。
第
五
十
四
葉
は
、

「
江
府
書
肆
」
の
「
西
村
源
六
」
が
発
行
す
る
情
報
で
あ
る
。
第
五
十
五
葉
か
ら
第
六
十
葉
ま
で

は
、
「
江
府
書
肆
」
の
販
売
目
録
で
あ
る
。
特
に
第
六
十
葉
に
は
赤
い
紙
が
貼
っ
て
あ
り
、
内
容

は
「
国
文
研
究
資
料
館
一
五
〇
一
六
〇
、
平
成
一
八
年
一
月
一
三
日
（
二
〇
〇
六
年
一
月
一
三
日
）」

で
あ
る
。 

 

（
二
） 

和
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
の
種
類
の
推
論 

現
在
日
本
に
蔵
さ
れ
る
姜
立
綱
『
中
書
楷
訣
』
和
刻
版
本
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
陳
佐

が
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
を
引
用
し
て
記
述
し
た
「
尚
友
斎
」
の
『
中
書
楷
訣
』

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
稿
者
が
見
出
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』
で
あ
る
。

こ
の
二
本
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
。
以
下
に
推
論
を
記
述
す
る 

 （
三
） 

漢
籍
と
の
一
致
点
に
つ
い
て 

『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
『
中
書
楷
訣
』
の
紙
面
は
縮
印
版
で
あ
る
が
、
紙
面
の

文
字
が
明
白
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』
原
本
は
、
完
本
で
あ
る
以
外
に
、

紙
面
に
印
刷
し
た
文
字
や
墨
色
の
濃
淡
な
ど
を
考
察
で
き
る
。
稿
者
が
二
本
を
比
較
し
た
結
果
を

以
下
に
纏
め
た
。
（
表
１
の
「
位
置
（
葉
）
」
の
部
分
は
、
稿
者
が
考
察
し
た
国
文
学
研
究
資
料 

館
の
『
中
書
楷
訣
』
の
葉
数
で
あ
り
、
二
本
の
比
較
基
準
に
な
る
）。 

表
１
の
番
号
１
、
第
二
葉
に
お
け
る
落
款
の
部
分
「
享
保
乙
卯
中
秋
前
一
夕
源
君
岳
書
于
佛
精

舍
」
と
二
顆
「
法
座
空
」
・
「
君
岳
」
の
鈐
印
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
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第第
三三
章章 

和和
刻刻
本本
『『
中中
書書
楷楷
訣訣
』』
及及
びび
漢漢
籍籍
とと
のの
比比
較較  

現
存
す
る
『
中
書
楷
訣
』
の
版
本
は
三
種
類
あ
り
、
そ
の
う
ち
和
刻
本
は
「
日
本
尚
友
斎
蔵
本
」

に
し
か
見
え
な
い
と
陳
佐
は
指
摘
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
に

収
録
さ
れ
る
縮
印
版
『
中
書
楷
訣
』
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
縮
印
版
『
中
書
楷
訣
』
は
、
原
本
の
二
葉
を
ま
と
め
て
一
葉
に
し
て
い
る
。
稿

者
が
縮
印
版
『
中
書
楷
訣
』
版
本
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
「
縦
は
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
は
一
五
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
で
あ
る
。
第
一
葉
は
「
縦
は
一
〇
・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

は
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
で
あ
る
。 

な
お
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
「
解
題
」
に
は
、
「
尚
友
堂
」
の
『
中
書
楷
訣
』

の
由
来
及
び
基
本
的
な
情
報
を
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

中
書
楷
訣 

舊
題
明
姜
立
綱
撰 

松
下
辰
（
鳥
石
）
書 

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
七
月
江
戸

文
刻
堂
西
村
源
六
刊
本 

大
一
冊 

永
字
八
法
に
始
ま
り
、
八
法
の
順
と
八
病
を
述
べ
、
楷
書
の
筆
法
を
説
く
。
字
画
は
善
く
洪
武

正
韻
に
従
っ
て
い
る
と
。
姜
立
綱
、
字
は
廷
憲
、
號
は
東
渓
。
楷
法
に
巧
で
、
中
書
舎
人
と
な
り
、

太
常
寺
卿
に
至
っ
た
。
又
畫
を
能
く
し
た
。 

嘉
靖
中
の
金
陵
の
陳
氏
刊
本
に
據
っ
た
が
、
和
刻
本
の
底
本
は
、
源
君
嶽が

く

の
序
に
よ
る
と
、
原

本
を
摹
冩
し
て
鈴
木
蘭
皐
に
與
へ
た
も
の
で
あ
る
と
。
後
印
本
は
、
刊
記
の
下
方
を
「
東
叡
山
池

之
端
仲
町
／
須
原
屋
伊
八
」
と
改
刻
。
９  

こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
「
尚
友
堂
」
版
本
の
由
来
や
日
本
で
の
復
刻
な
ど
、
わ
ず
か
な
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
原
本
の
情
況
や
、
装
丁
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

  

（
一
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』
版
本
１
０

は
、
番
号
五
四―

三
〇
二
、
前
収
蔵
者
は
「
国

文
研
松
野
」
１
１

、
一
冊
、
実
本
（
内
版
を
含
む
）
の
縦
は
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
は
一

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
内
版
の
縦
は
二
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
は
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
装
丁
は
、
外
部
は
紺
青
の
紙
に
包
ま
れ
、
冊
頁
の
様
式
で
製
本
す
る
。
各
葉
に
は
、
小

さ
な
破
損
や
虫
食
い
の
部
分
が
多
く
あ
る
。
内
版
の
印
刷
様
式
は
、
四
周
単
辺
単
魚
尾
で
あ
る
。 

「
鈴
木
君
蘭
皐
」
か
ら
「
唐
詩
連
選
」
ま
で
、
合
計
六
〇
葉
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
第
一
葉
か

ら
第
二
葉
ま
で
は
「
源
君
岳
」
と
い
う
日
本
人
が
「
享
保
乙
卯
中
秋
前
一
夕
」
に
書
い
た
文
章
で

あ
る
。
第
三
葉
か
ら
第
六
葉
ま
で
は
、
姜
立
綱
が
書
い
た
文
章
で
あ
る
。
第
七
葉
か
ら
第
五
十
二

葉
ま
で
は
、
『
中
書
楷
訣
』
の
正
文
で
あ
る
。
第
五
十
三
葉
は
、
金
陵
（
現
在
の
南
京
）
の
陳
槿

１
２

が
「
嘉
靖
乙
丑
三
月
」
（
西
暦
一
六
五
六
年
三
月
）
に
書
い
た
跋
文
で
あ
る
。
第
五
十
四
葉
は
、

「
江
府
書
肆
」
の
「
西
村
源
六
」
が
発
行
す
る
情
報
で
あ
る
。
第
五
十
五
葉
か
ら
第
六
十
葉
ま
で

は
、
「
江
府
書
肆
」
の
販
売
目
録
で
あ
る
。
特
に
第
六
十
葉
に
は
赤
い
紙
が
貼
っ
て
あ
り
、
内
容

は
「
国
文
研
究
資
料
館
一
五
〇
一
六
〇
、
平
成
一
八
年
一
月
一
三
日
（
二
〇
〇
六
年
一
月
一
三
日
）」

で
あ
る
。 

 

（
二
） 

和
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
の
種
類
の
推
論 

現
在
日
本
に
蔵
さ
れ
る
姜
立
綱
『
中
書
楷
訣
』
和
刻
版
本
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
陳
佐

が
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
を
引
用
し
て
記
述
し
た
「
尚
友
斎
」
の
『
中
書
楷
訣
』

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
稿
者
が
見
出
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』
で
あ
る
。

こ
の
二
本
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
。
以
下
に
推
論
を
記
述
す
る 

 （
三
） 

漢
籍
と
の
一
致
点
に
つ
い
て 

『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
『
中
書
楷
訣
』
の
紙
面
は
縮
印
版
で
あ
る
が
、
紙
面
の

文
字
が
明
白
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
中
書
楷
訣
』
原
本
は
、
完
本
で
あ
る
以
外
に
、

紙
面
に
印
刷
し
た
文
字
や
墨
色
の
濃
淡
な
ど
を
考
察
で
き
る
。
稿
者
が
二
本
を
比
較
し
た
結
果
を

以
下
に
纏
め
た
。
（
表
１
の
「
位
置
（
葉
）
」
の
部
分
は
、
稿
者
が
考
察
し
た
国
文
学
研
究
資
料 

館
の
『
中
書
楷
訣
』
の
葉
数
で
あ
り
、
二
本
の
比
較
基
準
に
な
る
）。 

表
１
の
番
号
１
、
第
二
葉
に
お
け
る
落
款
の
部
分
「
享
保
乙
卯
中
秋
前
一
夕
源
君
岳
書
于
佛
精

舍
」
と
二
顆
「
法
座
空
」
・
「
君
岳
」
の
鈐
印
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
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二
輯
）
』
の
『
中
書
楷
訣
』
は
縮
印
版
の
た
め
、
鈐
印
と
印
版
の
数
値
を
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

表
１
の
番
号
３
、
第
五
十
三
葉
「
是
歳
嘉
靖
乙
丑
三
月
望
日
金
陵
陳
槿
識
」
と
い
う
題
跋
は
二

本
と
も
同
じ
で
あ
る
。 

表
１
の
番
号
４
、
第
五
十
四
葉
「
享
保
二
十
年
乙
卯
初
秋
日
江
府
書
肆
本
町
三
町
目
西
村
源
六

発
行
」
は
二
本
と
も
一
致
す
る
。
但
し
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
に
は
「
中
山
家
蔵
書
」
と

い
う
印
章
が
あ
る
。 

以
上
か
ら
、
二
本
の
和
刻
本
は
同
じ
木
版
か
ら
印
刷
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
し
か
も
「
江
府

書
肆
」
を
介
し
て
販
売
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

ま
た
、
第
五
十
四
葉
の
「
西
村
源
六
発
行
」
も
、
二
本
と
も
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
姜
立

綱
書
法
文
献
研
究
』
に
見
え
る
「
西
村
源
久
発
行
１
３

」
は
錯
誤
で
あ
る
。
「
久
」
で
は
な
く
、
正

し
く
は
「
六
」
で
あ
る
。 

 

（
四
） 

漢
籍
と
の
差
異
点
に
つ
い
て 

比
較
し
た
『
中
書
楷
訣
』
の
版
本
は
、
漢
籍
は
『
第
一
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図
録
』
に
印
刷

さ
れ
た
版
本
で
あ
り
、
和
刻
本
は
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
」
の
版
本
で
あ
る 

図
表
を
通
じ
て
、『
中
書
楷
訣
』
の
漢
籍
と
和
刻
と
の
差
異
は
以
下
の
四
点
に
な
る
。 

（
１
） 

番
号
１
。
『
中
書
楷
訣
』
の
序
文
の
部
分
に
お
け
る
字
体
に
つ
い
て
。
漢
籍
は
明
代
初

期
か
ら
中
期
１
４

に
至
る
ま
で
の
風
格
だ
と
見
え
る
。
和
刻
は
改
刻
し
た
楷
書
で
あ
る
。 

（
２
） 

番
号
１
。
著
者
名
に
つ
い
て
。
漢
籍
は
「
中
書
楷
訣
序
」
と
あ
る
が
、
和
刻
本
は
「
序
」 

を
消
し
て
「
姜
立
綱
著
」
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
和
刻
は
訓
読
み
の
注
を
付
し
、
文
字

の
大
小
も
変
え
た
。 

（
３
） 

番
号
２
。
「
永
」
字
の
筆
画
の
解
説
に
つ
い
て
。
漢
籍
は
和
刻
よ
り
詳
し
い
註
解
が
つ

い
て
い
る
。
「
永
」
の
下
に
あ
る
「
禁
経
云
」
は
、
和
刻
で
は
前
頁
に
移
動
し
た
。
原

本
（
漢
籍
）
の
排
列
様
式
を
変
え
た
。 

（
４
） 

番
号
２
。
「
禁
経
云
」
の
部
分
に
つ
い
て
。
漢
籍
と
和
刻
と
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

漢
籍
の
原
文
は
「
禁
経
云
、
永
字
八
法
、
起
于
隷
字
之
始
、
自
崔
、
張
、
鍾
、
王
前
輩

老
先
生
伝
授
一
字
該
于
万
字
、
墨
道
之
最
要
也
」
で
あ
り
、
和
刻
本
の
原
文
は
「
禁
経

曰
、
永
字
八
法
、
起
于
隷
字
之
始
、
自
崔
、
張
、
鍾
、
王
前
輩
老
先
生
伝
一
字
該
万
字
、

頗
為
墨
道
之
要
」
で
あ
る
。 

二
つ
の
原
文
に
つ
い
て
、
「
永
字
八
法
」
は
「
隷
字
」
か
ら
誕
生
し
て
、
「
八
法
」
が
「
墨
道
」

の
核
心
内
容
だ
と
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
八
法
」
は
書
家
に
と
っ
て
、
従
う
べ
き
基
本
的

な
も
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
言
論
を
述
べ
て
い
る
時
に
、
差
異
の
内
容
が
生
じ
た
。

以
下
の
よ
う
に
示
す
。 

１
、
漢
籍
：「
禁
経
云
」、
和
刻
本
：
「
禁
経
曰
」 

２
、
漢
籍
：「
伝
一
字
該
于
万
字
」、
和
刻
本
：「
伝
授
一
字
該
万
字
」 

３
、
漢
籍
：「
墨
道
之
最
要
也
」、
和
刻
本
：「
頗
為
墨
道
之
要
」 

ま
ず
１
点
目
に
つ
い
て
、
「
禁
経
云
」
の
「
云
」
と
「
禁
経
曰
」
の
「
曰
」
は
い
ず
れ
も
「
説

く
」
、
あ
る
い
は
「
話
す
」
の
意
味
で
あ
る
。
他
の
復
刻
漢
籍
か
ら
み
る
と
、
漢
籍
の
「
云
」
が

「
云
々
」、
ま
た
は
「
曰
」
に
変
更
し
た
情
況
は
普
通
で
あ
る
。 

次
に
二
点
目
、
三
点
目
に
つ
い
て
、
「
伝
一
字
該
于
万
字
」
と
「
伝
授
一
字
該
万
字
」
及
び
「
墨

道
之
最
要
也
」
と
「
頗
為
墨
道
之
要
」
は
、
和
刻
本
の
部
分
が
カ
タ
カ
ナ
の
注
釈
が
付
い
て
い
る

の
で
、
カ
タ
カ
ナ
を
加
え
て
実
際
の
原
文
に
す
る
。
例
え
ば
、
「
前
輩
老
先
生
伝
一
字
該
万
字
ヲ 

頗
為
ニ
墨
道
之
要
」
は
、
「
ヲ
」
が
「
な
る
」
あ
る
い
は
「
作
為
」
の
意
味
で
あ
り
、
「
ニ
」
が

「
に
お
け
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
原
文
か
ら
見
れ
ば
、
漢
籍
の
原
文
の
意
味
と
一
致
す
る
。 

な
お
、
陳
佐
『
姜
立
綱
書
法
文
献
研
究
』
は
、
「
伝
一
字
、
該
万
字
、
頗
為
墨
道
之
最
要
１
５

」

と
記
述
す
る
。
正
し
く
は
「
伝
一
字
、
該
万
字
、
頗
為
墨
道
之
要
」
で
あ
る
。 

 第第
四四
章章 

研研
究究
結結
果果
及及
びび
結結
論論  

現
存
す
る
明
代
の
姜
立
綱
が
著
し
た
『
中
書
楷
訣
』
は
、
漢
籍
と
和
刻
本
に
分
け
る
と
、
合
計

四
本
が
あ
る
。
具
体
的
な
書
誌
情
報
を
表
４
に
示
す
。 

以
下
に
、
古
籍
版
刻
学
と
書
道
史
学
の
領
域
に
分
け
て
、
必
要
な
版
本
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

古
籍
版
刻
学
領
域
。
こ
の
研
究
は
主
に
古
籍
の
字
体
・
版
本
様
式
・
紙
面
・
墨
色 

な
ど
の
方 

 

 
 

面
か
ら
考
察
と
考
証
す
る
。
従
っ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
が
最
適
の
研
究
対
象
で
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
第
一
葉
を
参
考
に
し
な
け
れ
ば
、

よ
り
良
い
研
究
は
で
き
な
い
。
こ
の
第
一
葉
は
、
「
封
葉
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
借
り
て
、
日
本
国

文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
に
加
え
て
研
究
す
る
と
、
よ
り
適
切
な
和
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
の
研
究

に
な
る
。 

書
法
史
学
研
究
領
域
。
こ
の
研
究
は
主
に
、
歴
代
の
書
人
・
書
跡
・
書
論 

と
い
う
三
つ
の
方

面
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
版
本
は
研
究
の
要
望

に
合
う
と
考
え
る
。
特
に
、
「
書
人
」
に
対
す
る
研
究
は
、
本
作
の
姜
立
綱
以
外
に
、
日
本
人
の

「
源
君
岳
」
と
跋
文
の
「
陳
槿
」
も
研
究
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。
「
書
跡
」
の
研
究
に
対
し
て
、

日
本
人
の
「
源
君
岳
」
が
書
い
た
行
書
は
墨
跡
に
比
べ
て
一
致
す
る
か
否
か
、
彼
が
書
い
た
行
書

は
墨
跡
か
ら
木
版
に
印
刷
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
直
接
に
木
版
に
書
い
た
の
か
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
。
「
書
論
」
の
研
究
に
つ
い
て
、
第
三
葉
か
ら
第
七
葉
ま
で
及
び
第

七
葉
か
ら
五
十
四
葉
ま
で
、
い
ず
れ
も
姜
立
綱
の
書
論
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
法
史
学
研
究
領
域
に
対
す
る
最
も
良
い
研
究
版
本
は
『
和
刻
本
書
画
集
成

（
第
二
輯
）
』
の
版
本
だ
と
判
断
す
る
が
、
「
書
跡
」
を
研
究
す
る
場
合
に
、
字
体
や
空
間
の
考

察
や
筆
法
の
比
較
な
ど
を
正
確
に
考
察
で
き
る
た
め
、
日
本
国
文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
を
研
究

対
象
に
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る
。 

 

以
上
の
研
究
領
域
以
外
に
、
姜
立
綱
の
『
中
書
楷
訣
』
に
対
す
る
研
究
は
、
歴
史
学
や
、
文
学
、

言
語
学
な
ど
の
学
科
に
及
ん
で
い
る
。
未
来
、
各
領
域
の
研
究
の
文
章
に
従
っ
て
、
全
面
的
な
姜

立
綱
の
『
中
書
楷
訣
』
の
研
究
理
論
体
系
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

  

付付
録録  図 

１ 

        

図 

２ 

      

      

−140−



 

 
 

面
か
ら
考
察
と
考
証
す
る
。
従
っ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
が
最
適
の
研
究
対
象
で
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
第
一
葉
を
参
考
に
し
な
け
れ
ば
、

よ
り
良
い
研
究
は
で
き
な
い
。
こ
の
第
一
葉
は
、
「
封
葉
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
借
り
て
、
日
本
国

文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
に
加
え
て
研
究
す
る
と
、
よ
り
適
切
な
和
刻
本
『
中
書
楷
訣
』
の
研
究

に
な
る
。 

書
法
史
学
研
究
領
域
。
こ
の
研
究
は
主
に
、
歴
代
の
書
人
・
書
跡
・
書
論 

と
い
う
三
つ
の
方

面
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
和
刻
本
書
画
集
成
（
第
二
輯
）
』
の
版
本
は
研
究
の
要
望

に
合
う
と
考
え
る
。
特
に
、
「
書
人
」
に
対
す
る
研
究
は
、
本
作
の
姜
立
綱
以
外
に
、
日
本
人
の

「
源
君
岳
」
と
跋
文
の
「
陳
槿
」
も
研
究
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。
「
書
跡
」
の
研
究
に
対
し
て
、

日
本
人
の
「
源
君
岳
」
が
書
い
た
行
書
は
墨
跡
に
比
べ
て
一
致
す
る
か
否
か
、
彼
が
書
い
た
行
書

は
墨
跡
か
ら
木
版
に
印
刷
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
直
接
に
木
版
に
書
い
た
の
か
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
。
「
書
論
」
の
研
究
に
つ
い
て
、
第
三
葉
か
ら
第
七
葉
ま
で
及
び
第

七
葉
か
ら
五
十
四
葉
ま
で
、
い
ず
れ
も
姜
立
綱
の
書
論
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
法
史
学
研
究
領
域
に
対
す
る
最
も
良
い
研
究
版
本
は
『
和
刻
本
書
画
集
成

（
第
二
輯
）
』
の
版
本
だ
と
判
断
す
る
が
、
「
書
跡
」
を
研
究
す
る
場
合
に
、
字
体
や
空
間
の
考

察
や
筆
法
の
比
較
な
ど
を
正
確
に
考
察
で
き
る
た
め
、
日
本
国
文
学
研
究
資
料
館
の
版
本
を
研
究

対
象
に
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る
。 

 

以
上
の
研
究
領
域
以
外
に
、
姜
立
綱
の
『
中
書
楷
訣
』
に
対
す
る
研
究
は
、
歴
史
学
や
、
文
学
、

言
語
学
な
ど
の
学
科
に
及
ん
で
い
る
。
未
来
、
各
領
域
の
研
究
の
文
章
に
従
っ
て
、
全
面
的
な
姜

立
綱
の
『
中
書
楷
訣
』
の
研
究
理
論
体
系
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

  

付付
録録  図 

１ 

        

図 

２ 

      

      

−141−



 

 
 

  

                         

 

表 1 漢籍との一致点 

位置（葉） 国文研究資料館 和刻書画集成 番号 

第二葉   

１ 

第三葉 

 

 

２ 

第五三葉 

 

 

 

３ 

 

 
 

 
 

表 ２ 漢籍との差異点 

位置（葉） 国文研究資料館 和刻書画集成 番号 

封葉 

 

なし 

 

１ 

第一葉  

 

２ 

第五五葉〜第

六〇葉 

 

 

 なし 

３ 

第三葉〜第四

葉 

  

４ 
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表 ２ 漢籍との差異点 

位置（葉） 国文研究資料館 和刻書画集成 番号 

封葉 

 

なし 

 

１ 

第一葉  
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第三葉〜第四
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４ 
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表 ３ 版本様式の比較 

位置

（葉） 

和刻本 漢籍 番号 

第三葉 

  

１ 

第六葉

〜第七

葉 

 

 

 

２ 
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